
 

第３回低炭素社会の構築に向けた二酸化炭素回収・貯留（CCS） 

国際シンポジウムの開催について 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

１．開催概要 

地球温暖化対策の長期目標を含む地球温暖化対策計画が平成 28 年５月に閣議決定さ

れ、また、パリ協定が平成 28 年 11 月に発効しました。これらに位置付けられた長期目

標を達成し、低炭素社会を構築するためには、各国が大胆な省エネを進め、再生可能エ

ネルギーを最大限導入することに加え、二酸化炭素を大量に排出し、長期間の稼働が見

込まれる火力発電所等の大規模排出源への二酸化炭素回収・貯留（CCS）技術の導入が期

待されています。 

 

こうした背景のもと、環境省では平成 26 年度から「環境配慮型 CCS 導入検討事業」、

平成 28年度から「環境配慮型 CCS実証事業」を実施しています。本事業では、アミン系

回収液による二酸化炭素分離・回収技術について、石炭火力発電所における排ガスから

二酸化炭素の大半を分離・回収する場合の環境影響の評価・対策や調整電源としての運

用性に関する知見の収集等を行うとともに、それらの結果を踏まえて、日本に適した円

滑な CCS導入手法を取りまとめることを目的としています。 

 

今般、上記の事業の一環として、昨年度に引き続き、「低炭素社会の構築に向けた二酸

化炭素回収・貯留（CCS）国際シンポジウム」を開催します。本シンポジウムでは、上記

事業における取組を紹介するとともに、海外において CCS の推進に取り組む政策担当者

や専門家の方々に御講演いただくことで、国民の皆様に CCS に対する御理解を深めてい

ただきたいと考えております。 

 

２．開催日時 平成 29年２月 16日（木）10:00～18:00 

３．会場   THE GRAND HALL 

       （東京都南区港南２－16－４ 品川グランドセントラルタワー３Ｆ） 

４．定員   約 200名（事前登録制） 

平成29年１月23日（月） 

環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 
地球温暖化対策事業室 
直通 03-5521-8339 
代表 03-3581-3351 

室長   福島健彦 （内線6771） 
室長補佐 池本忠弘 （内線6791） 
担当   山田知典 （内線6780） 
担当   伊藤栄俊 （内線7729） 

 二酸化炭素排出量の大幅削減に向けて、火力発電所等の大規模排出源への二酸化炭

素回収・貯留（CCS）技術の導入が期待されています。このため、環境省では第３回

低炭素社会の構築に向けた二酸化炭素回収・貯留（CCS）国際シンポジウムを２月16日（木）

に開催します。 



 

５．主催   環境省（シンポジウム事務局：みずほ情報総研株式会社） 

６．協力   グローバル CCSインスティテュート 

７．参加費  無料 

８．使用言語 日本語、英語（同時通訳有） 

９．プログラム ※予定 

総合司会：赤井 誠 (産業技術総合研究所) 

時間 項目 
講演者（敬称略） 

演題 

10:00～10:05 開会 鎌形 浩史（環境省 地球環境局） 

10:05～10:35 講演１ 

福島 健彦（環境省 地球環境局 地球温暖化対策課 地球温暖化対策事

業室） 

日本の中長期目標と CCS の位置づけ 

10:35～11:15 講演２ 
Ms. Samantha McCulloch（国際エネルギー機関（IEA）CCS ユニット） 

IEA レポート「20 Years of Carbon Capture and Storage」について 

11:15～11:30  （休憩） 

11:30～12:10 講演３ 
Mr. Howard J Herzog（米国マサチューセッツ工科大学） 

大規模 CCS プロジェクトから得られた知見 

12:10～12:50 講演４ 
Ms. Kirsty Anderson（グローバル CCS インスティテュート） 

世界の CCS の動向 

12:50～14:10  （休憩） 

14:10～14:50 講演５ 

Prof. Kelly Thambimuthu（国際エネルギー機関温室効果ガス研究開発

プログラム（IEA GHG）） 

IPCC 特別報告書以降の CO2 分離回収技術の進展と今後の展望 

14:50～15:30 講演６ 
鈴木 健介（株式会社東芝） 

三川発電所における CO2 分離回収実証 

15:30～16:10 講演７ 

Dr. Keith Burnard（国際エネルギー機関温室効果ガス研究開発プログ

ラム（IEA GHG）） 

CO2 分離回収設備を配備した発電所の負荷追従性 

16:10～16:40  (休憩) 

16:40～17:55 

パネルデ

ィスカッ

ション 

【モデレータ】 

・平井 秀一郎（東京工業大学） 

【パネラー】 

・福島 健彦（環境省） 

・Ms. Samantha McCulloch（国際エネルギー機関（IEA）CCS ユニット） 

・Mr. Howard J Herzog（米国マサチューセッツ工科大学） 

・Ms. Kirsty Anderson（グローバル CCS インスティテュート） 

・Prof. Kelly Thambimuthu（国際エネルギー機関温室効果ガス研究開

発プログラム（IEA GHG）） 

・Dr. Keith Burnard（国際エネルギー機関温室効果ガス研究開発プロ

グラム（IEA GHG）） 

パリ協定を踏まえた CCS の必要性と課題 

17:55～18:00 閉会  

※講演プログラムの最新情報は下記ウェブサイトにて掲載しております。 

 ＜http://www.ccs-symposium.jp＞ 



 

10．参加申し込み 

本シンポジウムは公開で行います。事前申し込み制（先着順）としますので、参加を

御希望される方は、以下のホームページからお申し込みください。＜ホームページ：

http://www.ccs-symposium.jp＞ 申込数が会場の定員（約 200名）を超えた場合は、御

参加いただけないことがあります。 

 

 


